
















































































































































































































アメリカ 2．2 1．3 1．6 1．8 3．2
日　　本 曾　　o ●　　， 8．7 9．9
西ドイツD 1．7 0．0 0．7 5．9 3．6
イギリス 12 0．3 1．2 2．4 2ユ
　一tフンス 1．4 1．8 0．0 3．8 4．7










































イギリス アメリカ フランス ドイ　ツ
?
本
1873一99 1．2 1．9 1．3 1．5 L1
1899－1913 0．5 1．3 1．6 L5 L8
1913一24 0．3 1．7 0．8 一〇．9 3．2
24一 37 1．0 1．4 1．4 3．0 2．7
37一 51 1．0 2．3 1．7 LO ヨ．3
51一 64 2．3 2．5 4．3 5．1 7．6
64一 73 2．6 1．6 4．6 4．4 8．4
73一 79 1．2 一〇．2 2．8 2．9 2．9
































i；i：i ……i鉱’．¢：iii＝＝…＝…：…＝… 29．2 38．2
ii：｝：φ：1黛i
34．1 46．5




































1960－686 －73 73－7979－89 1960－6868－73 73－7979－89
アメ　リ　カ 2．6 ，1．0 1．1 3．6 4．5 1．1
日　　　本 8．5 7．6 2．9 3．0 5．3 7．3 0．9
ド　イ　ツ 4．2 4．1 2．9 6．4 6．2 4．8
フラ　ンス 4．9 4．3 2．4 2．0 5．7 7．1 4．6 5．2
イギリス 2．7 3．2 L3 1．7 5．7 6．4 2．1
イタ　リア 6．3 4．9 2．8 2．1 7．9 4．4 4ユ 5．5
カ　ナ　ダ 2．6 2．5 L3 1．2 5．9 4．2 一〇．7 2．2





アメ　リ　カ 3．2 3．5 0．9 2．3 0．6
日　　　本 lLl 9．5 5．0 7．0 5．2 2．2
ド　イ　ツ 4．7 4．5 3．1 2．9 3．1 2．0
フ　ラ　ンス 6．8 5．8 3．7 2．4 3．4 3．1 1．5 1．4
イギリス 3．4 3．9 0．6 2．2 3．1 1．3
イタ　リア 7．2 6．4 5．3 4．1 4．0 3．6 1．5 0．5
カ　ナ　ダ 4．1 4．6 1．3 1．7 1．3 1．7 2．4 1．0


























































































































































































































































































































トップ 上　位 次　位 中　位 第4位 最
?
5％層 20％層 20％層 20％層 20％層 20％層
1929 30．0 54．4 193 13．8 （12．5）
35－36 26．5 51．7 20．914．1 9．2 4．1
41 24．0 48．8 223 15．3 9．5 4．1
46 21．3 46．工 2L8 ユ6．0 ユユ．ユ 5．0
50 2L4 46．1 22．1 16．1 10．94．8
60 19．6 45．4 22．7 16．4 10．9 4．6
70 16．1 44．1 23．8 16．4 10．9 4．9
78 16．8 43．5 24．016．7 10．8 4．9






トップ 上　位 上　位 上　位 下　位
1％層 5％層 10％層 20％層 80％層
1911－13 69 87 92
23 60．9 82．0 89．1 94．2 5．838 55．0 76．9 85．Q 9工．2 8．850 47．2 74．3


































社長 新入社員D 労働者2） a／b c／b
（a） （b） （c） （倍） （％）
1927年税引前165，000 ！，500 632 110．0 42．1
税引後 151，000 1，500 100．7
1963年税引前608．2 25．79 39．3 23．6 152．4
税引後 301．35 25．25 11．9
1973年税引前1567．67 82．55 147．1 19．0 178．1
税引後 718．14 79．74 9．0
1979年税引前2201．8 146．29 297．5 15．1 203．4











1881 536．3 191．0 280．8
1900 620．3 108．8 570．1
20 453．3 工05．1 431．3
36 720．7 155．7 462．9
50 699．9 636．0 llO．0
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所得税連邦収入 a／b 所得税 国家収入 a／b 所得税 国税 a／b
（a）　　（b） （％） （a） （b） （％） （a） （b） （％）
1935 5．3　　37．14．3 280 80534．8 134 92614．5
40 9．8　　68．814．2 460 1，13240．6 1，4893，65340．8
50 171．5　　409．441．9 1，5534，09837．9 220 44749．2
60 449．5　　924．948．6 2，424 6，01640．3 391 1，56824．9























































































国　　際　　収 支D ヨ2．2 一2L8 一24，8 一39．4 一161．0
貿　　易　　収
?
25．2 41．2 542 22．8 一24．6
サービス・民間送金収支 一4．6 一9．4 一13．6 一18．4一24．4
直接投資関連収支2） 11．2 9．4 18．2 23．2 77．0民間長期資本収支3） 0．8 一6．8 一132 17．2 一　7．0政　府　対　外　収 ? 一42．0 一47．8 一53．2一69．4 一96．8
海外軍事支
?
一23．0 一31．4 一30．0 一45．0 一48．0
対　　外　　援 助4） 一21．8 一19．6 一30．6一37．．6 一47．8
利　子　受　払 い 1．8 0．6 0．6 0．6 一25．0
兵　　器　　販
?
1．2 3．0 6．6 12．8 24．6
（出所）石崎昭彦r新経済ナショナリズム』東京大学出版会，1979年，96，！D5頁。
　1）流動性ベース。
　2）対外直接投資（一），直接投資収益（＋），対米直接投資（＋），および対米
　　直接投資収益支払い（一）の合計。
　3）アメリカ長期資本流出（一）および外国長期資本流入（＋）の合計。
　4）軍事以外の贈与（一），借款その他長期資産の供与（一），および借款の返
　　済（十）の合計。
　これに対して政府対外収支は一：潔して巨額の赤字であった。赤字の二大項
目は海外軍事支出と対外援助であった。すでに述べたように，アメリカは戦
後，その圧倒的経済力を背景に資本主義体制の維持責任者という役割をみず
から引き受けてきた。そしてその役割に基づいて，国内で多額の軍事費を支
出する一方で，海外にも大量の軍隊を派遣し，政情不安定な国を中心に多額
の経済援助を行ってきた。それが政府対外支出を巨額なものにし，アメリカ
の国際収支に大きな赤字を生じさせることになったのである。
　アメリカは国際収支の赤字をドルでもって決済することができたので，国
際収支に赤字が続いても，他の国の場合のように国際収支改善のための財政
緊縮や金融引き締めを強いられることはなかった。その一方で，アメリカの
国際収支の赤字は他国の国際収支の改善に役立ち，その国際通：貨準備を増大
させた。それによって他国は，そうでない場合にくらべて対内的に積極的な
財政金融政策を採ることを容易にされた。積極政策を採りうる国際収支的条
件を与えられたといってもよいであろう。それがまた多くの国の需要水準を
高め，資金調達を容易にして経済成長を促進するのに役立ったのである。
　長期的にいえば，アメリカの国際収支における巨額の赤字の持続は，結局
一34一
戦後資本主義の高経済成長　35
はドルへの信認を失わせ，IMF体制を動揺させ，国際経済を不安定化させて
多くの困難を生じさせる原因にな翫しかし，そうした問題が顕在化し，そ
れが世界経済発展の重要な制約条件となってくるのは！970年代以降のことで
ある。当面の作用としては，世界的に需要水準を高め，経済成長を促進する
うえで大きな役割を果たした点こそが注目されなければならない。
　第2次大戦後における需要増大の要因について以上のように考察してくる
と，この大戦を境に格段に強まった社会主義の脅威が，戦後資本主義の繁栄
を支えるうえで大きな役割を果たしたことを認めないわけにはいかない。戦
後のアメリカが巨額の防衛費を支出し，海外軍事支出と対外援助を行ってき
たのは，何よりもこの社会主義の脅威への対抗を理由とするものであった。
多くの国で所得格差の縮小や社会保障費の急増が進行した背後にも，社会主
義からの側圧の強化があった。戦後の資本主義が恐れられた恐慌や厳しい不
況の再来を免れ，歴史に例を見ない高経済成長を謳歌できたのは，こうした
条件のもとにおいてであった。戦後の資本主義は，社会主義によって軍事
的，政治的に脅かされることによって，経済的には救われたのだという結論
になる。
　通貨制度が管理通貨制度であったこともむろん重要である。それが戦後の
景気を支えるうえで大きな役割を果たした事実は軽視されてはならない。し
かし，管理通貨制度はそれだけでは好況をもたらすことはできない。アメリ
カは1933年3月，ルーズベルトが大統領に就任すると直ちに金本位制度を停
止し，管理通貨制度に移行したが，にもかかわらず30年代の全体にわたって
厳しい不況に苦しめられた。金融は超緩慢状態にあり，金利は例のない低水
準へ下落したが，資金需要は復活しなかった。当時，金融は紐みたいなもの
だといわれた（16）。景気を引き止めることはできるが，それでもって景気を押
（16）　John　Kenneth　Galbraith，　Money：　Where　ft　Came，　Where　／t　IVent，　Houghton
　Mifflin，1975，　p，213，都留重人監訳『マネー』TBSブリタ細引，1976年，308頁。
一35一
36
し上げることはできないというのである。
　金融は元来受動的なものであって，資金需要がないところにそれを創り出
すことはできない。第二次大戦後，管理通貨制度は経済の拡大を促進するう
えで大きな役割を果たしたが，その背後には，以上で述べたような事情のも
とでの需要水準の上昇とそれによる資金需要の活発化があったことを見落と
してはならない。
一36一
